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本 発 明 の 製 造 方 法 で は 、 こ の よ う に し て 銅 配 線 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 、 該 銅 配 線 パ タ ー ン
の 各 配 線 が 電 気 的 に 接 続 し な い よ う に 前 記 第 一 下 地 膜 及 び 第 二 下 地 膜 を 除 去 す る が 、 こ れ
ら 膜 の 除 去 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 銅 配 線 パ タ ー ン の 上 面 に レ ジ ス ト １ ４ ０ ｂ を 用 い て 保
護 膜 １ ５ ０ ｂ を 形 成 し た ｛ 工 程 （ ７ ） ～ （ ８ ） ｝ 後 、 過 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 、 弗 硝 酸 水
溶 液 等 を 用 い て エ ッ チ ン グ を 行 な い ｛ 工 程 （ ９ ） ｝ 、 さ ら に レ ジ ス ト 剥 離 に よ り 保 護 膜 １
５ ０ ｂ を 除 去 す る ｛ 工 程 （ １ ０ ） ｝ こ と に よ り 好 適 に 行 な う こ と が で き る 。 な お 、 本 発 明
の 製 造 方 法 に お い て は 、 第 二 下 地 層 と 銅 配 線 パ タ ー ン と の 間 の 密 着 強 度 を よ り 高 く す る た
め に 表 面 に 銅 配 線 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 基 体 を ２ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ℃ 、 特 に ２ ５ ０ ～ ４ ５ ０ ℃
で 非 酸 化 性 雰 囲 気 下 に 熱 処 理 す る の が 好 適 で あ る 。 該 熱 処 理 は 銅 配 線 パ タ ー ン 形 成 後 で あ
れ ば い つ 行 な っ て も よ い が 、 上 記 エ ッ チ ン グ 処 理 時 に メ ッ キ 銅 膜 が 剥 離 し た り す る が 防
止 で き る と い う 観 点 か ら 、 前 記 第 一 下 地 膜 及 び 第 二 下 地 膜 を 除 去 す る 前 に 行 な う の が 好 適
で あ る 。 な お 、 こ こ で 非 酸 化 性 雰 囲 気 下 と は 、 酸 素 を 含 有 し な い 雰 囲 気 下 の 意 で あ り 、 具
体 的 に は 、 真 空 下 、 又 は 窒 素 等 の 不 活 性 ガ ス 、 水 素 等 の 還 元 性 ガ ス 、 或 い は こ れ ら の 混 合
ガ ス の 中 を 意 味 す る 。
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